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上記の話合いの結果では、生活班単位で係を担当することになった場合は、リーダーは主

体的な活動を見せるが、必ずしも自分の思いや願いが叶っていない子供はなかなか積極的に

活動できない。それに対して、時間はかかっても、互いの希望を尊重し合って係に所属した

場合は、一人一人が活動計画づくりに積極的にかかわり、活動は一見ぎくしゃくしているよ

うではあるが、一人一人は生き生き活動し、ときには創造的に活動もするのである。

このように実践研究を通して分かることは、「生活班担当型」より、「個々の希望尊重型」の

係編成の方法が、子供の主体的で創造的な子供文化活動を可能にする望ましい集団活動であ

るということである。

しかし、個々の希望尊重型の係編成の場合でも、活動が停滞したり、人間関係などのトラ

ブルがないわけではない。それでも、子供が、自分たち自身で互いの思いや願いを生かし合

って時間をかけて話し合って決めたことによって、子供一人一人は活動に対して意欲をもっ

て主体的に活動するのである。したがって、係の活動をめく．って発生する諸問題に対して学

級全体で工夫改善に取り組み、子供たちなりに積極的に解決していくのである。

IVまとめ

これまで、子供文化を創造する学校教育における集団活動の重要性について、特別活動の

実践を通して見てきた。しかし、特別活動は教育課程として多くの内容を有しているため、

それらすべての内容に触れて実証的に考察し、まとめることは不可能であるため、第1に、

｢価値」追求の感性を高める集団目標（と個人目標）の設定の方法と課題を中心に、また、

第2に、「子供のよさや可能性を生かす」指導の原理と方法について「係集団編成の方法と

課題」を中心に、それぞれ事例を通して考察しながら述べてきたが、それぞれについて、要

約的にまとめると次のようになる。

第1の、「価値」追求の感性を高める－「集団目標の設定の方法と課題」を中心に－につ

いては、次の4点である。

①子供の所属する集団において、子供たちが全員で話合い、子供一人一人の思いや願い

を出し合って、子供なりの「理想の生活」を集団目標として設定できるようにする。

（集団の特質に応じて、教師のかかわりについて留意する）

②子供一人一人を生かし尊重する観点から、子供の活動目標を「個人目標」として設定

させ、その子なりの創意工夫と努力によって個人目標を実現できるようにするとともに、

結果として集団目標の達成を目指すことができるようにする。

③目標については、日常生活の中で適宜に取り上げ、話題にしてよさを認め合い、問題

が生じたら、協力して創意工夫するなどして、子供なりに充実改善に取り組むことがで

きるようにする。

④上記①から③について効果的に展開し、子供一人一人の課題意識を高めることが、思

考や活動を豊かにし、子供の手による子供文化をつくることの重要さについて、子供一

人一人が実践を通して理解できるようにする。
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第2の、「よさや可能性を生かす」指導の原理と方法一「係集団編成の方法と課題」を中

心に－については、次の4点である。

①年度はじめに話し合って設定した「理想の学級生活」（学級目標）をもとに、子供た

ち自身で必要とする活動を考え、子供たちなりに「係の種類を決める」ことができるよう

にする。

②係の活動を予想し、必要と思われる「おおよその人数」について、話し合って決める

ことができるようにし、「所属の決定」については、子供一人一人を生かし、それぞれの

よさや可能性を発揮できるようにする観点から、子供が互いに希望を優先し合って所属で

きるようにする。

③したがって、教師が効率化を目指したり、リーダー育成などにおける教師の強い学級

づくり観から、例えば、生活班担当方式などを行わせるといったことのないように留意し、

子供文化を豊かに体験する望ましい集団活動の展開について十分に配盧する。

④子供たちなりに「活動計画の作成」を工夫し、計画や問題点などについて係と学級全

体との話合いを継続して、子供たちの手で活動を充実することができるようにする。

なお、ここで、これらの2点を取り上げたのは、第1に、これからの社会が激しく変化す

ることが予想される中で、子供が、学校（学級）社会の生活を通して「人間らしく生きよう

とする意志と態度」を育てることの重要性を強く感じるからであり、第2に、これからの社

会で、子供が真に主体的で創造的にたくましく生きていくためには、学校（学級）社会の中

で、子供たち自身が創意工夫し合うとともに、協力し合って、子供なりの「子供文化を創造

する体験」を豊かにすることの重要性を強く感じるからである。

現在の子供たちの環境について考えてみると、社会が便利になって子供たちは豊かな社会

(大人）の文化に依存して生活している。この「豊かさ」の状況は、さらに高まることが考

えられが、子供なりに「豊かさ」のもつすばらしさや課題について問題意識をもつことが必

要である。また、これからの社会の変化を考えると、学校生活において、社会生活を営む上

で必要な人間らしい生き方の自覚、つまり、「他とともに」という社会連帯の心や態度、自

主的、実践的な態度について、「遊び」のもつよさを生かしつつ、「望ましい集団活動による

子供文化創造の体験」を通して充実することが、今後、一層重要になるものと考えられるの

である。

そういった意味で、子供たちがよりよい学級社会を築こうとする価値追求の感性を高める

指導実践や個を生かす集団の経営の理論と方法の実践的考察事例は、これからの集団活動の

在り方を考える上でも、今後の教育を考える上でも参考になるものと思われる。
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